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楽しさいっぱい
あさひ

の冬怯

r~ウ'L＇ウィ~~ーワェスティパル’92」に5000人冬のビッグイベン ト

－
あ
さ
ひ
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
沼
＠

i

司

Vまつりとくればモチつきですね。
ヰ程一 一ー一一

笹三

苦言f

,. hj 

よ弓d

ちょっと考えてね。四字熟語。ご家族の皆きんで楽しんでください。 （答えは17ページ）

ム
フ
や
す
っ
か
り
朝
日
町
最
大
の
冬
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
た
「
あ
さ
ひ
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
か
2
月
日
目
、
役
場
周
辺
を
会

場
に
、
午
後
3
時
か
ら
4
時
間
半
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
好
天
も
手

伝
っ
て
か
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る

5
0
0
0

人
近
い
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
フ
ァ
イ
ア
を
中
心
に
印
基
の
か
が
り
火

が
焚
か
れ
た
会
場
で
は
、
特
設
舞
台
で
の
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
や
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
タ
ラ
汁

や
み
そ
か
ん
ば
な
ど
の
出
店
も
多
数
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
の
庁
舎
内
で

も
イ
ラ
ス
ト
展
や
映
画
の
上
映
会
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
夜
巴
時
近
く

ま
で
熱
気
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま

tI~I I否

定t手［！
企庁書内でI~年賀状展や映画「少年時代J の上限も。

(1）一口始白 川寄物の始めから終わりまでのこと。また，そこから転じて．あることの始めから終わりまで．も しくは詳しい輔のこと
もL、ヲ c

ー

υ
宇～。
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成
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若
い
力
を
農
業
巴

一副知
紛
糾約
山

岡

知

博

さ
ん

寸
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
会
社
勤
め
を
す
る
よ
り

は
、
父
の
跡
を
継
い
で
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
人
に
使
わ
れ
な
い
と
い
う
の
が

農
業
の
一
番
の
魅
力
で
す
ね
U

山
岡
知
博
さ
ん
（
雌
坂

・
二
十
三
必
）
は、

両
親
と
と
も
に
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を

相
手
に
、
米
や
麦
、
大
立
を
作
っ
て

い
る
町
内

ポ納税務がすん寺Z
田だ

（宙宇
21 IC，、も

引工ぇ
月さ
山）ん

で
も
有
数
の
専
業
農
家
。
町
で
は
た
だ
一

人、

県
の
農
業
後
継
者
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
持
き

脱
業
の
値
い
手
で
す
。

「民
業
を
や

っ
て
い
る
と
い
っ
て
む、

A
ー
は

ま
だ
後
継
者
の
身
。
経
常
の
こ
と
は
両
親
に
任

せ
き
り
で
、
も
っ
ぱ
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
運
転
を
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
な

も
の
で
す
よ
」
と
笑
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

厳
し
さ
を
増
し
続
け
る
農
業
情
勢
は
、
知
博
さ

ん
に
と
っ
て
も
結
大
の
関
心
事
。
「
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
、
農
業
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
に
は
ど

う
し
て
も
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

農
業
の
道
を
選
択
し
て
三
年
目
。
「
農
業
を

や
る
若
い
仲
間
が
も
っ
と
い
れ
ば
」
と
目
を
姉

か
せ
る
知
博
さ
ん
も
、
ど
う
も
早
起
き
が
苦
手

な
様
チ
。
「
後
継
お
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま

ず
ま
ず
A
N
格
点
。
明
が
も
う
少
し
早
け
れ
ば
い

い
の
だ
が
・
よ
と
い
う
父
、
邦
彦
さ
ん
の
注
文

に
思
わ
ず
頭
を
か
き
ま
し
た
。

しし座

い
つ
も
明
る
く
元
気
に

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が
れ
て

い
た
保
母
に
な
っ
て
一
年
目
。
保
育

園
で
は
、

0
歳
か
ら
一
歳
半
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ス
を
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。
日
々
、
反
省
の
毎
日
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
よ
う
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
い
つ
も
明
る
く
元
気

で
い
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
毎
日
の
仕
半
が
中
心
の

食勤務先黒部愛児保育園

公血液型 B型 食星座名

公趣味ドライブ・音楽鑑賞

生
活
で
す
が
、
今
後
は
よ
り
保
育
の

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
、
い
ろ
ん

な
研
修
会
に
も
参
加
し
た
い

と
思
っ

て
い
ま
す
。

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
と
音
楽
鑑
賞
。

今
年
は
休
み
を
利
用
し
て
、
ス
キ
ー

や
水
泳
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す

ね
。
結
婚
は
、
い
い
人
が
い
れ
ば
い

ず
れ
：
。

い
っ
し
ょ
に
い
て
れ
の
安

ま
る
よ
う
な
男
性
が
理
想
の
タ
イ
プ

で
す
。

。
冨込Eさ

感
受
性
豊
か
に
伸
び
伸
び
と

外
遊
び
が
大
好
き
な
大
樹
と
和
人
は
、
い
つ

も
外
へ
出
て
は
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け
て
元
気

に
遊
ん
で
い
ま
す
。
慎
重
派
の
大
樹
は
、
一

人

で
は
心
細
い
の
か
よ
く
和
人
を
誘
い

、
和
人
は

お
兄
ち
ゃ
ん
の
す
る
こ
と
を
ま
ね
て
は
後
を
つ

い
て
歩
き
ま
す
。
初
め
は
仲
良
く
遊
ん
で

い
る

の
で
す
が
、
そ

の
7
ち
駁
勝
に
・
・。
良
い

に
つ

け
悪
い
に
つ
け
頑
聞
な
和
人
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん

に
や
ら
れ
て
も
泣
き
な
が
ら
い
つ
も
し
っ
か
り

や
り
返
し
て
い
ま
す
。

末
っ
子
の
佑
木
は
か
な
り
太
目
で
す
が
、

A
ー

で
は
お
座
り
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
あ
や
す

と
よ
く
笑
い
、
そ
の
笑
顔
を
比
て
い
る
だ
け
で

家
紋
み
ん
な
が
幸
せ
な
れ
A
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
恵
ま
れ
た
自
然
に

H
を
向
け
、

感
受
性
盟
か
に
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
十
年
、
十
五
年
後
の
三

人
を
想
像
す
る
と
ゾ

ッ
と
し
ま
す
が
、
今
は
静

か
に
そ
の
成
長
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝日新体操

スポーツ少年団

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

私
た
ち
「
朝
日
新
体
操

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
は
平

成
二
年
に
結
成
さ
れ
、
今

年
の
五
月
で
三
年
目
を
迎

、
え
ま
す
。

四
日以
は
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
中
学
校
二
年
生
ま

で
と
年
齢
に
幅
が
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
仲
が
よ
く
、
上
級
生
と
下

級
生
が
互
い
に
協
力
し
、
努
力
、

工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
訴
迎
土
眼
目
。
一
般
コ

ー
ス
と
選
手
コ

l
ス
に
分
か
れ
て

お
り
、
一
般
コ
ー
ス
で
は
柔
軟
運

動
、
バ

レ
エ
レ
ッ
ス
ン
、
基
本
運

動
、
手
具
練
留
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、選
手
コ

l
ス
で
は
、

年
に
一
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
試
合
に

向
け
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎
日
、
通

し
稽
宵
を
行
っ
た
り
、
高
校
生
と

の
合
同
練
習
を
通
じ
て
技
術
の
向

怠

巴主

9三
。、

テレビや映画などで活躍中

の梅津栄さんは朝日町出身の

名俳優。 2月7日，朝日町を

紹介するテレビ番組の収録の

ため，久し振り にふるさとを

訪れました。

ゐ
さ

~ 

Cニー
あ

｜
｜
ふ
る
さ
と
へ
は
よ
く
？

梅
津

え
、
ぇ
、
年
に
一
度
く
ら
い

は
帰
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
に
い
て
も
町
出
身
の
友
人
や

上
京
さ
れ
て
き
た
方
々
と
は
よ
く

お
会
い
し
ま
す
し
、
知
人
に
不
幸

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

で
き
る
限
付
額
を
出
す
よ
‘
1
・

に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ

ん
な
立
昧
で
は
、
常
に
ふ
る

さ
と
と
接
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
ね
。

｜

｜
梅
津
さ
ん
に
と
っ
て
ふ

る
さ
と
と
は
？

梅
津

町
を
離
れ
て
凶
ト
年

以
ト
ん
に
な
り
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
ふ
る
さ
と
は
、
温
か

く
も
あ
リ
厳
し
く
も
あ
る
、

い
わ
ば
恥
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
。
知
ら
な
い
人
に
で
も
思

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
初
年
度
に

は
、
五
位
に
入
賞
す
る
な
ど
の
実

績
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
新
体
操

を
通
じ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

身
体
の
発
達
と
体
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ボ

ー
ル
や
縄
、
輪
、
リ
ボ
ン
、
こ
ん

棒
な
ど
の
手
具
を
使
用
す
る
こ
と

で
変
化
と
楽
し
さ
を
加
味
し
て
い

る
の
が
持
散
で
す
。

新
体
操
が
釘
き
な
健
全
で
明
る

い
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

運否口口……人の運不運（j天が決のるものであるということ。また．速を7互に任せるという意味にむ用いる。(2) 

わ
ず
声
を
か
け
た
く
な
る
よ
・
つ
な
、

そ
し
て
、
言
葉
が
返
っ
て
く
る
予

感
が
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
こ
れ
か
ら
の
抱
負
と
町
の
皆

さ
ん
に
ひ
と

ニ
と
。

梅
津

長

い
問
、
役
者
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
じ
っ
と

し
て
い
て
も
役
を
怖
じ
さ
れ
る
よ

う
な
存
在
感
の
あ
る
役
者
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
の

持
さ
ん
に
は
、
ふ
る
さ
と
に
湾
り

を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
を
突

き
進
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
私
が
出
て
い
る

『息

子
』
や
『
王
千
』
、
『
東
方
見
聞
録
』

な
ど
の
映
画
や
ド
ラ
マ
も
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

』司
久
し
振
り
に
白
親
の
ス
キ
さ
ん
と

(3) 口転口脱…－一つっかえた』｝するニとなく臨機応変．自由自在である様を示す＠
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平
成
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大蔵宏子さん
（羽入・ 18歳）・そ~r; コ： 

＇~1; rl＼：ミ／
菌

世このページをみんJはでつくるペー

ジIこしたいと思います。イラストや

マンガ，ご懲見，皆さんlこ知らせ定

いこと，主主んでもけつこうです。ど

しどしお寄せください．

紙上騒名！Cl，その旨をはっきり司書

いて，住所，氏名を明記して送って

くださし＇・まだ，広報係で Id:，広報

あさひ応対するご意見や， llJ(り」＝げ

てほしい問題怠ど笛さんの声をお待

ちしています．ご一線を．

..天使なんかじゃない（14) 
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..羽柴輝子（？）

2月4日は立春。辞書ーによれ

ば立春とは「二十四節気の一。

春にはいる日」と記きれていま

す。 2月11日には‘あさひウイ

ンターフェスティパル’92＂を開

催しますが，当日の雪不足が心

配になるような春めいた日が統

いています。

さて，平成4年度の予算編成

も終わりました。前年度当初予

算に比べて 3%の増。新年度も

積極的に諸施策を推し進めてい

きたいと考えています。

町も支援している朝日商業開

発（株）のショッピングセンター

の建設については，「特定商業集

積の鷲備の促進に関する特別措

置法J の全国第 l号の認定を受

けたことにより，今秋のオープ

通

f
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J
ノ・
、れ
ノ

ごい十

VT
丸一

／

ム
4

・

qま

d

b
亭

A
河九

ν

5司止町J岬・ 屯

主主d畏 曜と刊り
』・ ＜： J-c 3S 

企後議優（ 8 ) 

企まるニ（ IO)

晶－ )'ti'Jf 晴、ノ L

芯命~＼)'gj
k援1~.’ r

ペぜ~.む
』hあ~りちゃん（ 8) 

－－－－~ つ，"S''

~－の・わ

のちだわ・・vu
J
 

A
r

v
 

.. D’worry ( ? ) 

（
い
っ
ち
ょ
う
ま
え
な
し
）

（5
歳児）

保
母

。
「「とま・らと「
t 5だかえ・れうボ
あれ言 r／..んちタ
ちにわし・だでン
ゃ？れとらボし
ん」るか、タめ
と 」 し・い・ンな
か よ・つ・とき
に う・ち・かい
」 Tこ・よ・し」

れ・う・め

。保
え母

｛
キ
ツ
ネ
の
嫁
入
。
）

（4
歳児）

（
2
階
の
保
育
、
宮
不
ら
外
の
天
候

の
変
化
に
気
付
い
た

A
く
ん
）

A
くん

「
ね
ェ
、
見
て
み
っ
し
ゃ
い
」

R
主ん

「き
れ
い
や
ね
ェ
」

A
く
ん
「
雨
降
っ
て
お
日
様
で
た
ら

キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
っ
て
言
う

が
や
っ
そ
。
オ
レ
知
っ
と
る

も
ん
。
お
母
ぎ
ん
に
教
え

τ

も
ら
っ
た
も
ん
」
（
と
得
念
頒
）

み
ん
な
「
ヘ
ェ
：
・
」

G
く
ん
「
こ
れ
、

、
A
リ

．．．
 

」

キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り

（
し
ば
ら
く
外
の
天

rM叫

日
明

。
．

I
L
、．

ι

i
i
t
’

j

’
 

L
m
w
小
川
ネ
ド
、

ゲ
川
町
川
畑
町

制

r旬

と
お
援
物

町

山
内
h
MM

X

官
弘
容
に
刑

口口乱麻－ もつれ紛糾した物事を，すっぽりとみごとに処理することのたとえとして飼いる。

候
の
変
化
に
見
入
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
で
し
た
）

（

結

婚

の

約

束

）

（3
歳
児
）

T
Zん
「
会
と
よ
、
っ
、

、，．ロ

、っ
A

付
日

だ
れ
と
す
わ
ろ

C
ち
ゃ
ん
と
す
わ

A
Y」

C
E
ん
「、つん」

M
〈ん

「
T
ち
ゃ
ん
、
ぽ
く
と
結
婚

す
る
が
や
っ
た
や
ろ
。
ぼ
く

と
す
わ
ろ
」

C
Zん「つ・」

（
お
ち
ご
と
）
（2
緩児｝

（
お
か
え
り
の
支
度
の
と
き
）

y
tん
「
た
だ
い
ま
｜
」

ど
こ
へ
行
っ

味
母

「
お
か
え
り
。

て
き
た
の
つ
・
」

Y
Z
ん「
お
ち
ご
と
」

(4) 

広
報
ク
イ
ズ

⑩

（
問
題
）

①
朝
日
間
の
区
長
さ
ん
は
何
人
？

①
5
人

⑤
山
人

＠
日
人

②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
予
定
は

①
4
月

③

8
月

。

日
月

③
町
県
民
税

・
所
得
税
の
申
告
期
限

は
3
月
め
何
日
ま
で
？

③
5
日

⑤
日
目

。
汎
日

｛
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
3
月
日
日
ま

で
に
朝
日
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
報

係
（
干
m
m
l
w朝
H
町
道
下
1
1
3

3
番
地
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
抽

選
で
3
人
の
方
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
前
固
め
当
選
者
は
、

ん
、
有
沢
一
利
絵
さ
ん
、

に
決
ま
り
ま
し
た
。

＠
、
②
｜
⑤
、

解
は
お
通
）

口夫之口……当事者どうしが争っているのにつけこんで，第三者が利益を横どりしてしまうことをいう。

あ
さ
り
ち
ゃ

水
樹
奏
さ
ん

（
正
解
は
①
｜

③
｜
③
初
一
通
中
正

ンに一層の弾みがつきました。

また，小学校の環境整備につ

いては，地区対策委員会を設置

していただいてお りますが，平

成4年度には県に対し事業認定申

請をするとともに，学校区対策協

議会を設けて意見・要望の集約を

していきたいと考えております。

さらに，かねてより準備を進

めておりましたブミの減量・資

源化対策も新年度からスタート

させます。リサイクル運動の推

進，コンポスト設置補助，モデ

ル地区の指定など，東部清掃セ

ンターの老朽化にともなう改築

も踏まえ，町民あげて問題意識

をもって推進したいと考えてい

ます。一層のご協力をお願いい

たします。 ( 2月5日記）

－
平
成

4
年
3
月
号
＠

(5) 



ッピング

センター建設計画

全圏第1号で承認

『
ア
ス
カ
』

泊
駅
西
地
区
に

円
月
オ
ー
プ
ン
予
定

朝日ショ

多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
的

施
設
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
商
業
施
設
を
一
体
的
に
整

備
し
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

と
商
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る

町
の

「特
定
商
業
集
積
整
備
基
本

宮

医療の現場から
赤ゑ語
} 111~ ~ 

直t~
次じ
先
生

孫とおじじちゃんめ健康談義
風邪が流行しています。皆さんの

家庭ではいかがでしょうか。風邪に

ついて意外と知らないことが多いの

ではないかと思い， 「孫」と「おじい

ちゃん」に登場してもらいました。

M：風邪って？ Q ：俗にいう風邪は

医学的に、かぜ症候群H と呼ぶんだ

よ。原因は95%までウィルスで細菌

よりも小さな病原体。M：よく鼻風
のど

邪，喉風邪，股風邪というけれど？

o：炎症が鼻にある時クシャミや鼻

水．鼻づまりとなり，これが、鼻風

邪九もう少し下がって喉に来たら喰

が痛み声がかすれ上気道炎と呼ば九

気管支へ及ぶと咳や震が出る。震が

出るのは炎症が気管支へ及んだ印で

黄信号。ウィルスが呼吸株ばかりで

はなく消化器に及ぶとサ夏風邪’だ

よ。M：インフルエンザで学級閉鎖

になったけど？ 0：インフルエンザ

も ＂iJ•ぜ症候群H の一種。 しかし普

通の風邪よりも毒性が強〈発熱，関

節痛， i益企，下痢，腹痛など全身症

状が強くなり，伝染カもケタはずれ

に強いので学級閉鎖になるんだよ。

M：風邪に特効薬はないの？O：風

邪ウィルスを根本的に退治する薬は

残念ながらない。風邪薬は症状を軽

くするための対症療法。風邪ウィル

スは低温と乾燥を好む性質があり，

湿度が50%以上だと94%のウィルス

が死滅するという報告があるくらい

で，保温と謹度が大切。M：今年は

マイコプラズマ肺炎も流行？ Q ：マ

イコプラズマ肺炎も、かぜ症候群砂

の一種なのだが，おもしろいことに

オリンピックの年に流行すると言わ

れている。また，インフルエンザも

太陽の黒点活動が強い年ほど流行す

るという話もあり，おも しろいね。

構
想
」
が

1
月
却
目
、

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
5
月
に
新
し
く

制
定
さ
れ
た
法
律
に
も
と
づ
く
全

国
第
l
号
の
案
件
と
し
て
承
認
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
固
め

援
助
を
得
て
事
業
が
促
進
さ
れ
る

ほ
か
、
周
辺
の
泊
駅
前
広
場
を
含

む
都
市
計
画
道
路
（
停
車
場
東
草

野
線
）
や
、
2
級
河
川
寺
川
の
改

修
な
ど
の
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

本
認
さ
れ
た
基
本
構
想
で
は
、

多
目
的
ホ

l
ル
（
最
大
収
客
数
3

5

0
名
）
や
文
化
教
室
な
ど
の
公

共
的
施
設
と
地
元
中
心
の
共
同
店

舗
が
、
泊
駅
西
地
区
（
平
柳

・
東

草
野
地
内
）
に
今
年
日
月
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

県
知
事
の

－
朝
日
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

＠

地
域
の
健
康
の
守
り
手
に
光
を

当
て
る

「第
羽
田
医
療
功
労
賞
」

の
県
表
彰
式
が
、

2
月
刊
日
県
庁

特
別
室
で
行
わ
れ
、
南
茂
正
子
さ

ん
（
桜
町
・
何
歳
）
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
固
め
表
彰
は
、
南
茂
さ
ん
が

昭
和
9
年
に
助
産
婦
を
開
業
以
来
、

同
年
間
に
約
5
0
0
0
人
の
誕
生

に
立
ち
会
っ
て
き
た
ほ
か
、
新
生

児
訪
問
や
母
乳
育
児
指
導
を
行
う

な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
保
健

活
動
に
努
力
さ
れ
て
き
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

医療功労賞

を受
火
の
元
警
報
発
令
中
」

3
／
卸
1
3
／
鵠
春
の
火
災
予
防
運
動

朝
日
町
で
は
昭
和
臼
年
か
ら
平
な
り
、
火
災
が
起
き
や
す
い
シ
｜

成
3
年
ま
て
の

5
年
間
に

U
件

の

ズ

ン

で

す

。

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨

年

「

毎

日

が

火

の

元

警

報

発

中
は

1
件
も
火
災
が
な
か

っ

た

も

令

中

」
を
全
国
統
一
標
語
に
、

3

め
の
、
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
月
初
日
か
ら
お
日
ま
で
の

1
週
間
、

す
る
と
と
も
に
強
風
の
日
が
多
く
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
は
午
前

7
時
と
午
後
9
時
め

1
日

2
回
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え

な
い
よ
う
注
・怠
し
て
く
だ

さ
い
。

賞

『
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
』
・
・・
多

目

的

ホ
i
ル

：
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ

l
ル
の
名
称
は

町
花
つ
つ
じ
か
ら

朝
日
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
る
多
目
的
ホ

l
ル
の

名
称
は
、
町
花
つ
つ
じ
に
ち
な
み
、

「
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
」
に
、
ま
た
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
名
称

は

「
ア
ス
カ
」
（
ア
サ
ヒ

・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー

－
ア
リ
ー
ナ

の
英
頭
文
字
の
合
成
）
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
と
シ

ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
体
の
朝
日
商
業
開
発
株
式

会
社
（
第
3
セ
ク
タ
ー
）
が
募
集

し
て
い
た
も
の
で
、
ホ
ー
ル
ネ
ー

ム
2
9
0
点
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ネ

i
ム
4
2
8
点
の
な
か

か
ら
、
消
費
者
代
表

・
学
識
経
験

者
等
で
構
成
さ
れ
た
選
考
委
員
会

に
よ
り
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
選
ば
れ
た
名
称
の
応
募

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
ホ
l
ル
名

牧
長
敏
雄
さ
ん
（
高
岡
市
）

O
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
名

越
坂
治
美
さ
ん
（
朝
日
町
）

荻
野
弘
文
さ
ん
（
黒
部
市
）

「
毎
日
ガ

本
村
朝
男
さ
ん
に
ス
キ
l
連
盟
表
彰

1
月
四
日
、
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス

キ

l
場
で
開
か
れ
た
富
山
県
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
の
開
会
式
の
席
上
、

ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
本
村
朝
男
さ
ん
が
県
ス
キ

ー
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ス
説
日
制

daa旬
鴎

こ
の
保
険
は
、
傷
害
保
険
と
賠

償
責
任
保
険
、
共
済
見
舞
金
制
度

を
組
み
あ
わ
せ
た
も
の
で
、
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
を
行
う

5
人
以

上
の
ア
マ
チ

ュ
ア

の
団
体
及
び
グ

ル
ー
プ
が
加
入
で
き
ま
す
。

O
保

険

期

間

平

成

4
年

4
月
l

日
か
ら
平
成

5
年
3
月
白
日
ま
で

O
保
険
料
（
一
人
当
た
り
年
額
）

．
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
文
化
活
動
、

社
会
泰
仕
活
動

3
6
0
同

・
老
人
ク
ラ
ブ
団
体

5
0
0
同

・
地
区
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
等

l
、
1
0

0
円

。

補

償

額

（
）
内
は
乏
人
ク
ラ
ブ
間
休

死
亡

1
、
4
0
0
万
問
（

4
0
0万
円
）

入
院

4
、
0
0
0円
（
1
、
8
0
0円）

通
院

1
、

3
0
0
円
（
8
0
0
円
）

※
入
院
・
通
院
は

1
日
当
た
り

保
険
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

や
加
入
の
申
し
込
み
は
、
教
育
委

同
四
円
ム
京
へ
。

－
平
成
4
年
3
月
号

。

巧口口速・…・巧みであっても遅いのは．下手であっても速いのに及lまないということ。兵法からきている言君主であるが．スピードを大切に

する現代に~ した言葉かもしれません。

(6) (7) 塞口失口…・人の吉凶禍福はわからないものであるから，幸運と見えるものも喜ぶにlEりず，また，不運と見えるものも悲しみ｜嘆くにあた
らないというたとえ話であるの



~朝日町社会得祉協論会（j,

皆8んと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・1場所

朝日町福祉センター内

会 83-0576

ボランティア
だより

笑
顔
と
拍
手
に

支
え
ら
れ
て
行
年

ー
l
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
四
ツ
葉
会
」
｜
｜

私
た
ち

「
四
ツ
葉
会
」
が
ボ
ラ

一
て
多
く
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
口
年
。
一
章
一ね
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
と

敬
老
会
や
施
設
訪
問
な
ど
を
通
し
一

拍
手
に
支
え
ら
れ
踊
り
続
け
て
き

寺
AF
l
し
れ
～。

会
只
わ
ず
か

4

名
の
小
さ
な
グ
ル

ー
プ
で
す
が
、

m
y

は
大
き
く
、
民
謡

を
は
じ
め
新
し
い

舞
踊
に
も
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
表

彰
状
も
い
た
だ
き
、

会
員

一
向
、
心
も

新
た
に
よ
り
多
く

の
人
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
練

開
に
励
ん
で
い
ま

す
。

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

一

一

思
い
や
り
の
心
を
深
め
よ
う

一

足
が
弱
く
な
っ
た
お
年
寄
り
が
、

の
た
め
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、

大
通
り
の
横
断
歩
道
を
渡
る
の
に
自
分
自
身
の
心
の
種
、
自
己
実
現

困
っ
て
い
た
ら
、
わ
た

し

た

ち

は

の

た
め
に
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
L
U

思
わ
ず
駆
け
寄
っ
て
戸
を
か
け
、

も

し

、
体
の
不
自
由
な
人
や
目

一
緒
に
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
で
し
の
不
自
由
な
人
が
近
く
に
い
て
困

ょ
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、

っ
て

い
た
ら
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
思
い
や
り
の
に
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を

心
を
行
動
で
表
す
こ
と
を
い
い
ま
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
一

す。

人
で
で
き
な
い
と
き
は
周
り
の
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

に

も
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

他
人
の
身
に
な
っ
て
行
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

あ
な
た
自

身
の
人
間
性
が
監
か
に
な
る
だ
け

で
な
く
社
会
的
視
野
も
広
が
り
、

心
に
大
き
な
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
、
7
。

社
会

〈
大
家
圧
地
区
v

日
赤
奉
仕
団
員
募
集

朝
日
町
の
日
赤
奉
仕
団
は
、
悩

祉
施
設
内
で
の
入
浴
介
助
や
食
事

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
与
地
区
で

幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
大
家
庄
地
区

で
は
現
ル
位
、
新
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
加
入
希
望
者
は
3
月
白

日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
非
柑
保
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賢
助
会

H
に
次
の

H
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

殿
村
義
正
、
小
桜
牟
松
、
回
中
石

男
、
舘
持
司
、
大
島
甚
作
、

出
中
明

正
、
数
家
登
、
回
中
幸
彦
、
高
島
従

道
、
問
中
祇

一
、
大
砧
敏

一
、
田
中

拳
チ
、
赤
川
澄
、
水
島
万
点
、
水
山
川

末
男
、

田
中
良
孝
、
水
品
勇
、
広
川

均
、
水
島
滋
寛
、
長
井
秀
一
、
水
尚

一義、

水
島
博
明
、
河
村
浄
芳
、
河

村
祖
禅
、
水
島
菊
次
郎
、
水
島
よ
し

ゑ
、
水
島
る
み
子
、
水
島
学
、
水
島

義
晴
、
在
田
道
弘
、
米
丘
正
雄
、
長

崎
ア
ヤ
子
、
長
崎
光
雄
、
長
崎
明
チ
、

長
崎
権
維
、
北
山
部
雄
、
谷

μ
勉
、

谷
U
紀
昭
、
松
原
茂
樹
、
終
刊
誠

一
、

谷
円
和
英
、

ω什
U
さ
み
、
山
仙
川
和

f
、

上
沢
敏
男
、

トし
似
京
下
、
前
総
俊
雄
、

い
前
線
住
チ
、
水
野
正
雄
、
伊
東
正

一
、

山
崎
久
徳
、
内
与
野
＃

一
郎
、
広
川
貞

明
、
草
東
雄
二
、
霊
場
博
、
大
村
光

勇
、
中
村
喜
清
、
上
野
孝
、
古
江
徳

久
、
弥
忠
回
一
賞
、
草
束
縛
司
、
草
束

暁
美
、
伊
東
正
五
、
伊
東
千
枚
、
東

順

一
、
東
智
子
、
加
賀
良
司
、
佐
波

秀
勝
、
佐
渡
明
子
、
締
法
敏
幸
、
物

津
一
恒
子
、
坂
東
義
信
、
坂
東
民
子
、

小
杉
昌
幸
、
小
杉
正
子
、
水
島
義
行
、

北
山
吉
雄
、
北
山
京
子
、
荒
尾
芳
男、

横
田
国
蔵
、
土
井
利
雄
、
谷
地
元
法

照
、
土
井
和
助
、
清
水
親
志
、
清
水

道
弘
、
消
水
繁
一

、
前
水
英
信
、
清

水
利
忠
英
、
消
水
み
な
子
、
大
税
収
、

よ
井
耕
六
、
上
井
久
子
、
土
井
行
維
、

高
合
し
ゑ
、
占
屋
三
郎
、
道
下
茂
、

大
久
保
伊
長
、
上
坂
佐
津
イ
、
村
上

忠
義
、
山
田
国
作
、
梅
沢

一
映
、
藤

沢
久
松
、
武
聞
き
み
、
千
田
義
光
、

議
沢
易
、
沢
国

一
征
、
武
田
勇
造
、

細
川
哲
夫
、
武
田
純
治
、
島
田
恭
子
、

佐
々
木
孝
久
、
萩
原
時
雄
、
島
端
勉
、

島
端
正
夫
、
品
端
鶴
造
、
島
端
健
一
、

藤
井
喜
三
松
、
桜
井
浅
吉
、
山
本
興

次
、
成
田
し
か
チ
、
野
崎
久
司
、

小

田
友
次
、
長
津
ギ
志
、
日
欽
印
希
子、

大
蔵
友
行
、
仙
名
巾
州
、
藤
田
正
良
、

藤
国
文
子
、
鎌
田
吉
弘
、
桜
田
二
三一

枝
、
品
際
問
『男
、
必
悶
好
，，
寸
、
藤
凶
久

之
、
必
崎
町
葉
賞
、
必
悶
て
る
、
林
悦

夫
、
林
幸
子
、
高
倉
山
久
、
林
静
チ
、

高
念
多
加
代
、
必
井
敏
弘
、
勝
旧
日灯

郎
、
藤

m花
子
、
必
間
利

一
、
総
出

良
平
、
藤
凶
安
子
、
藤
郎
洋
子
、
必

閉
佳
久
、
藤
回
伊
蔵
、
藤

m美
和
子
、

大
倉
幸
二
、
山
崎
俊
則
、
辻
清
作
、

下
立
源
作
、
山
崎
英
樹
、
愛
場
昇
一

、

辻
栄
敏
夫
、
愛
場
由
男
、
愛
場
エ
ミ

子
、
山
崎
元
康
、
山
崎
薦
、
小
杉
益

チ
、
小
杉
敏
夫
、
広
回
金
蔵
、
広
聞

き
く
え
、
鍛
治
常
二
、
鍛
川
市
町
美
弘
、

大
森
昨
義
、
兵
岩
似
治
、
何
内
陸
上
、

川
内
俊
正
、
鍋
山
久
子
、
山
本
党
正
、

長
能
義
徳
、
日
以
能
轄
下
、
山
手
納
夫
、

大
久
保
作
下
、
数
・
家
mw，犬、

大
久
保

笛
雄
、
大
久
保
み
な
、
長
能
汚
下
、

山
手
早
筒
、
大
品
至
、
平
柳
照
夫
、

平
柳
民
子
、
梅
沢
進
、
大
谷
事
由
、

大
谷
巴
代
、
有
沢
守
男
、
有
沢
美
幸
、

森
岡
昭
弘
、
谷
手
一

、
沢
井
恭
「、

結
敏
夫
、
松
閏
進
、
南
茂
猛
、
南
茂

徹
太
郎
、
長
井
昭
三
、
長
井
悦
r
寸
、

上
井
繁
古
円、

越
川
茂
吉
郎
、
越
間
芯

み
、
大
必

一
，
，
寸
、
絶
間
利
志
雄
、
越

川
松
三
、
大
森
附
凶
郎
、
大
森
た
か

f
、
中
仏
喜
一

郎
、
・
中
山
み
つ
え
、

巾
品
川
安、

中
島
好
子
、
消
水
耕
作
、

清
水
喜
美
子
、
土
井
秀
段
、
大
様
富

興
、
長
谷
く
に
子
、
土
井
例
美
子
、

土
井
智
司
、

土
井
留
美
、
河
村
良
太

郎
、
中
島
信
一
、
中
島
三
枚
、
酒
井

制
善
、
桝
井
君
子
、
金
井
賞
的
、
金

井
京
子
、
坂
東
下
司
、
坂
東
維
チ
、

坂
東
正
康
、
水
野
憲
治
、
水
野
澄
チ
、

中
島
み
よ
し
、
水
野
清
恵
智
、
西
国

啓
三
、
西
国
キ
ヨ
、
勝
田
武
夫
、
勝

目
悦
子
、
南
茂
攻
、
勝
目
実
子
、
南

茂
光
枚
、
南
茂
昭
一
二
、
菊
地
三
郎
、

大
品
降
司
、
山
田
孝
之
、
柚
本
文
次
、

柚
木
英

f
、
魚
津
博
文
、
大
井
久
和
、

大
井
附

f
、
い
門
川
桜
乎

f
、
向
桜
龍

一

h
H

川
桜
尖
似
子
、
九
州
市
A
m
H

談
、
舟
川
保

久
、
下
山
川
久
松
、

下
以
み
さ

J

寸
、
ド

れ
久
山
、
秋
山
い

一
、
秋
山
妙
子
、

犬
凶
正
夫
、
犬
図
英
知
忠
、

金
森
喜

一
、
金
森
は
る
い
、
八
木
秀
次
、
高

沢
賢
次
、
日
択
さ
よ
し
、
松
永
常
次
、

仙
名

一
三
、
長
井
芳
治
、
高
島
浮
金

帯
、
高
島
文
チ
、
河
村
止
夫
、
上
沢

正
一
、
谷

n
文
男
、
松
山
晃
、
安
問

き
く
い
、
山
本
時
雄
、
一
決
庄
怒
三
、

篠
田
松
雄
、
折
戸
正
、
篠
田
繁
、
篠

田
龍
寿
、
康
回
隆
夫
、

追
分
清
次
、

沢
図
源
次
、
篠
回
哲
夫
、
大
沢
輝
夫、

丸
山
京
子
、
吉
本
利
夫
、
坂
藤
重
雄
、

勝
原
き
く
ゑ
、
来
降
、
谷
田
洋
、
勝

間
体
炎
、
坂
必
一
雄
、
板
藤
相
法
、
勝

胤
刷
川
市
、
勝
原

一
，十
、
山
本
俊
一
、

山
本
利
子
、
以
勝
健
治
、
会
仏
照
子
、

（賛助会制度 ）

賛助会の制度は，

会員の皆さんから

いただいた会費を

社会福祉協議会の

基金として概み立

て，一定の目雄官民

に達したと よろで

その利息を財源と

して地域福祉の充

実に有効利用する

ものです。

皆様の心温まる

ご理解とご協力に

より会員数も年々

増加しております

が，今後とも引き続

き賛助会制度にご

協力を賜わるよう

お願いいたします。

浜
川
特
太
郎
、

右
井
庄
作
、
ト
仙
井
秋

子
、
小
川
さ
み
、
小
川
栄
義
、
小
川

き
み
、
小
川
政
次
、
小
川
さ
ち
子
、

小
川
直
子
、
小
川
庄
作
、
小
川
ゆ
み

了、

小
川
由
美
子
、
大
合
意
逸
、
大

倉
フ
ミ
子
、
内
山
之
夫
、
内
山
梨
喜

子
、
堀
内
み
ね
、
棋
連
会
功
、
恨
建

志
ず
子
、
高
木
ひ
き
ゑ
、
新
保
高
滞

幸
、
新
保
好
炎
、
松
田
文
三
、
坂
東

他
山
円
、
坂
米
サ
ツ
キ
、
ぬ
久
雄
、
品

フ
ミ
、
川
上
舵
夫
、
川
上
忠
美
，
十、

森
本
庄
一

、
必
木
じ
ち
r
丁
、
お
木
正

人、

寺
田
芳
男
、
寺
田
昌
代
、
秋
一死

伊
樹
、
西
尾
伊
三
松
、
西
尾
さ
ち
子
、

大
西
保
夫
、
大
西
線
子
、
谷
口
き
く

ゑ、

岡
崎
由
次
郎
．
犬
凶
隆
、
殿
村

鉄
治
、
殿
村
和
子
、
米
出
船
…男、

石

沢
隆
興
、
浜
川
稔
、
広
川
先
倍
、
窪

野
進
、
池
田
俊

一
、
池
出
厚
チ
、
長

谷
邦
夫
、
長
谷
仰
チ
、
坂
東
純
造
、

以
来
千
到
、

ω什
総
動
作
、
偽
沢
滅
、
梅

沢
英
也
事
、
土
肘
治
、
ヰ
同
伯
淳
チ
、
大

村
き
く
ゑ
、
小
林
智
下
、
大
和
同
次
、

大
和
千
忠
子
、
金
井
彰
、
村
円
靖
郎
、

村
口
初
下
、
加
藤
弘
、
村
U
隆
造
、

村
口
移
江
、
川
内
問
謹
治
、
怯
原
市
一
、

低
限
き
く
え
、
河
村
公

一
、
河
村
長

三
、
河
村
巾
英
子
、
在
出
茂
樹
、
径

閉
松
枚
、
重
野
弘
、
重
野
久
子
、
笠

原
康
子
、
西
村
正
雄
、
西
村
一
身
、
長

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

山
目
的
、
普
出
伯

f
、
山
本
的
作
、

必
口
問
制
品
川
、
持
制
む
ら
チ
、
訂
版
万

雄
、
石
原
宏
縦
、

訂
版
幹
脱
、

京
川

成
二
、
森
a
品
版
川
、

川
訓
練
忠
太
郎
、

設
凶
新
竹
、
坂
疎
開
級
、
谷
回
世
造
、

勝
原
一
側
、
勝
原
茂
、
勝
原
理
、
勝

原
忠
実
子
、
寺
町
弥
与
松
、
守
回
み

さ
を
、
寺
田
章
雄
、
寺
田
博
子
、
水

島
あ
つ
子
、

水
島
義
夫
、
川
上
十
一
、

川
上
容
チ
、
米
間
船
吉
、
米
凹
官
彦
、

米
回
美
千
代
、
岡
本
政
彦
、
河
村
正
、

河
村
美
智
子
、
池
原
昇
、
池
原
喜
美

子
、
谷
口
亀
一
、
谷
口
迷
子
、
閉z
…坂

昭
土
、
字
国
正
、
字
国
秋
子
、
字
国

実
、
南
部
時
夫
、
勝
目
達
夫
、
勝
田

静
rT
＼

瀬
戸
敏
光
、
瀬
戸
久
子
、
南

部
稔
、
南
部
章
、
市
川
部
澄
子
、
南
部

節

f
、
南
部
利
夫
、
南
部
敏
子
、
竹

中
キ
三
、
竹
中
ザ
ツ
キ
、
竹
中
秀
明
、

竹
中
え
リ
チ
、
越
川
．4
次
、
越
削
よ

し
ゑ
、
大
一千
勉
、
大
平
明
子
、
総
旧

勝
二
、
藤
川
征
二
、
・
除
問
恭
子
、
越

問
普
二、

越
間
京
子、

中
島
弘、

中

島
ち
い
、
中
島
き
く
、
越
沢
希
彦
、

越
沢
典
子
、
岩
村
鴻
八
郎
、
大
平
初

治
、
真
部
繁
紙
、
折
谷
武
彦
、
越
滋

ス
ミ
子
、
大
択
す
み
チ
、
凶
杉
彰
、

川
上
幹
二
、
水
井
高
、
水
井
建
松
、

大
井
得
明
、
大
井
正
松
、
水
井
康
法
、

水
井
寅
次
郎
、
川
上
梅
子
、
川
上
照

雄
、
道
下
京
二
、
川
上
勝
恵
、
川
上

哲
、
柳
漆
勝
義
、
堂
用
秀
雄
、
主
用

玉
枝
、
堂
用
正
雄
、
柳
沢
伸
一
、

大

久
保
武
、
官
閉
んロ一
雄
、
池
田
説
、

水
井
和
段
、
本
間
は
な
、
大
久
保
宮

八
郎
、
河
端
古
川
荘
、
池
田
昭
次
、

石

橋
庄
作
、
井
口

一
郎
、
北
間
キ
ク
エ
、

仲
汁
源
治
、
西
村
美
則
、
丙
村
く
み
子
、

法
滞
作
次
郎
、

売
木
市
央
、
水
針
義

則
、
禿
水
美
和
チ
、
名
古
い住
金
造
、

水
野
与
三
次
、
蓬
沢
正
夫
、
安
述
u

如、

遊
沢
三
郎
、
水
野
利

一
、
水
野
必
行
、

池
聞
達
雄
、
秀
永
武
丘
、
水
野
俄

一
、

谷
口
毛
郎
、
水
野
光
縫
、
山
本
倍
安
、

安
連
栄
作
、
必
同
友
台
、
じ
門
間
留
士
円
、

上

nmふ
み
了
、
井
忠
信
、
井
久
、
問

問
キ
ヌ
チ
、
一
内
向
正
夫
、
凶
附
み
の
虫
、

山
崎
他
湖
、
山
崎
利
子
、
竹
内
忠
三
、

竹
内
ハ
ツ
エ
、
岡
本
来
司
、
出
部
ょ
っ

ゑ
、
行
文
雄
、柚
本
進
、
柚
小
小
笠
じ
心山
火
、

柚
木
一
杯
一二
、
柚
木
た
み
、長
井
雄
二
、

以
上
別
名
附
口
（

2
H凶
日
現
在）

マ
由申し
込
み
は
、
町
内
の
姐
当
民
生

委
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

あ
り
が
と
う

あ
た
た
か
り
忌

b
v
＠

朝
日
町
馨
怠
銀
行

eM司

（

1
月
H
日
1
2
月
川
目
）

。
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
さ
ん

か
ら

1
0
0
、
0
0
0
向

。
と
く
名
さ
ん
か
ら

1
0
0
0
0
0
円

。
と
く
名
さ
ん
か
ら3

0
0
0
0
向

・
平
成
4
年
3
月
号
⑪

口口兄弟……世界中の人は，兄弟と同じであるということ。また．世界中の人Ii，そのように綴しくあるべきだということ．(8) (9) 口軍口馬・・・多くの兵上と多くの諒鳥というのが基本の意味。転じて．戦場における経験が虫かであるこt。さらに転じて，社会鋒験など
が豊かで．場慣れしている様．
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西長ん
品会ま l今 冬
友長た 1年 品
行は、 6 1 ~：；； 
さ大 2人年 rIC. 

ん家月のお 長の
と庄 7方世 会区
決め口々話 ~長
ま 松 に が を 五
り回 第決願 合町
ま毅 1 まう l出

し さ 凶 り 区 ...~ 
たんのま 長 は会

掲殿 。に区 しさ 机長
／ 、 長 た ん 棺ょが
樺質町． ：ご 、4

国I］会。 10回決

会議 人Eごま
長が 、 ~II
は閥町 ； :i 
泊か内 Iし？
士ご ＆、 A し

iR .. ~長 た

の区さ

区

山

崎

大
家
庄

南

保
五
箇
庄

泊

一
区

泊
二
区

泊
三
区

笹

川

宮

崎境

水河 i正丙芦江鍛米松小

店内井島崎沸lj台丘田沢

長政秀正又友基信常敏政敏孫秀篤武徳信昭

純美イ義行司吉二雄毅輿

大
家
庄

井
ノ
口

柳

田
三
枚
橋

不
動
堂

横

水

高

野
下
山
新

金

山

窪

田

舟
川
新

下

野

藤

塚
横

道

秀中

永島

竹喜敏喜一
八

作 佐 茂 博 典 毅 正 吾 博 彰 弘 郎 郎 忠

H市消幸 周
保

俊時

雄正徹

昭
四
郎博

長

野
蛭

谷

池
谷
町

男 典

館
町

一区

桜
町
ニ
区

桜
町
一－一区

桜
町
四
区

桜
町
五
区

旭
ケ
丘

月
山
一
区

月
山
ニ
区

月
山
三
区

草
野
一
区

草
野
二
区

赤
川
東
部

赤
川
中
部

赤
川
西
部

〈
町
内
会
長
〉

山

崎

典夫次夫而盛治義央

小

更越
町
南
保

竹
の
内

高

畠谷

大

家

庄

由石松坂高稲四藤大井長
久

岡岡瀬井井田 本品垣杉井 保口原

藤山川
南

岩大中宇山中

国本嶋

元
屋
敷

下
横
尾

温
泉
町

上
横
尾

宮
本
町

橋
向
町

神
田
町

東
下
町

西
下
町

東
三
浦
町

中
三
浦
町

西
三
浦
町

羽

入

辻
岩
崎

越坊
小
在
池

花

房

山
崎
新

細

野
山

王

小小山黒山七安谷青

島沢杉田沢本沢達口

朝

日

町

職

員

朝
日
町
（
本
庁

・
出
先
機
関
）

で
事
務
等
に
従
事
す
る
職
員
の
掠

用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ

一
般
事
務

（
上
級

・
初
級
）

恭
子
名

者
干
名

マ
保
母

井森山

マ薬剤師

マ調理員

受験資格

マ一般事務（上級）

昭和均年4月2日以降に生

まれた人で、大学を卒業また

は3月本業する見込みの人

マ一般事務（初級）

昭和必年4月2日以降に生

まれた人で、hH川校を半業また

は3月卒業する見込みの人

登理
求人職標 年齢 賃金円

就業場所 採用 資絡経験
番号 性'llJ

休 日 人数 免 許等

維高 速持 道作 機路 50才～ 182,000-
努

朝日町沼保
不問65才 212,000 日． 第 4土臣室

5 

2 営集及び配送
18:.Y- 200,000-

男
朝日町宮崎 不問

60才 270,000 日祝 普通免鮮

3 配管工及び見嘗
20才ー 194,000-

男
朝日町道下

3 不問
40才 250,000 日 普通免許

4 家具販売
18才ー 127 ,200-

男
朝日町東草野 高校卒業

44才 212,000 水，年77日 普通免許

5 深夜勤務紡績エ
18才～ 1803000～ 男

朝日町平柳
3 不問55才 00,000 日，年104日

6 i流 主島 f系60才 600～650 女
朝日町沼保

2 不問
以下 週 l図

7 着 E華 繍
18才～ 140,000～ 

女
朝日町道下

2 ；往者．正看50才 170,000 交代制

8 t妾客宮路務
30才ー 200,000-

女
朝日町湯のi頼

高校卒業50：宇 240,000 交代制
5 

9 Ile 道邑 員
20才ー 120,000 女

朝日町宮崎 不問
60才 日祝 普通免許

10 紡 革員 ヱ18才～
104,000 女

朝日町平柳
5 不問50才 8.年1048

くら しの爾諏

ホット求人情報 平成4年 3月分

若
干
名

若
干
名

山米川
五

箇

庄
Fi:上

保敏貞

雄

間関谷佐沢広沢西上南荒伊殿鍛

j白
大桑田江吉湯村竹藤佐越近

々
島畑中洲本島上内井木坂江

役
場
（
代
表
）

教
育
委
員
会

本渡 田 瀬 田 村杉茂木藤村 治

ト~I 幸 武辰 i原武輝美数昭陽
太
良IS男吉雄次夫雄 則吉 三正弘正一

義常

砧品

区
信利保義昭浅一治幸

貞男博：吉夫 一 則男 吉 雄作男

手IJ和

中

町

弥
生
町

大

屋

本

町

幸

町

上
町
東
部

上
町
西
部

清
水
町

一
丁
目

清
水
町一一T

j間
口

清
水
町

さ
－
T
J問
回

中
草
野

市
車
肯
平
郎
町－

郁

宙
ホ
宵
半
軒
剖二

都

宮
胤
肯
平
桝
剖

三

朗
川

西

町

松
涛
町

薪
草
町

向
陽
町

上 中 下 末 栄 荒 荒 荒 荒 荒 沼
道道道広 干川早川デIIfJllデIJ

下下下 町町 目§ § § f:I 保
j白

一一
湯永北坂鷲水米芦 ＊ 片 舟 八 大 村・土古大出
上
谷井山 東

j白
大永中米西草大大小橘中

公
的

WI
－－。。

公
的
胤

1
1
1
0
4

マ
保
母

昭
和
川
区
年
4
月

2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
母
の
資
格
を
有

す
る
か
本
年

3
月
ま
で
に
当
該
資

格
取
得
見
込
み
の
人

マ
薬
剤
師

昭
和

μ
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
薬
剤
削
の
免
許
を

有
す
る
か
本
年

5
月
ま
で
に
当
骸

資
栴
取
得
見
込
み
の
人

マ
調
理
只

調
理
師
の
免
許
を
布
す
る
人

そ
の
他
の
条
件

一
般
ギ
務
お
よ
び
保
母
は
町
内

に
住
所
を
有
す
る
か
学
業
の
た
め

転
出
し
て
い
る
人

試
験
の
日
・
場
所

平
成
4
年

4
月
中
旬
予
定

朝

日
町
役
場

受
付
け
期
間

平
成

4
年

3
月
2
日
間
か
ら

3

月
お
日

ωま
で
役
場
総
務
課
で
受

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
人

い
や
係

（
宮
内
線
2
0
7
）
ま
で
。

※
家
庭
奉
仕
員

l

名

応
募
資
格

町
内
に
佐
む
お
お
む

ね

ω哉
ま
で
の

K
性
で
、
普
通’
H

動
車
の
運
転
が
で
き
、
家
事

・
介

護
の
経
験
と
相
談

・
助
言
の
能
力

を
有
す
る
人

－：..－＇求人情報一覧表Jbご利用下さい．（高工観光鼠カつン？ーに展示｝
合〈わしいζと(J. ）＼；書公共破繁安定所申書自分:rnsz・0 1 ~8へ布問い合わせ〈たさ い

町長；
笹 ｜区区 町？

砂藤山 田

.a.. 
z:;: 

品芳 2き
成雄郎 2

＠ 

区
島 田 崎 島 桐 川 木谷口居市村木

三 春 哲保 f山
之

則昇雄造正弥 男司作武久助 清 二 清郎夫夫

憲古純能光芳基昭｛安
区

島

夫雄次実

武

夫

博

司

友

行
良

雄

将

夫
雄
次
郎

初

治

島東橋西国

友 明靖

平 井 陣 回

盈諏宮中築中大 十十九八七六五四三二一

平区区区区区区区区区区区

回国出

l
 

i
 

－－
，
 

進訪平央山 子

長小折勝竹掘

内内

良隆誠

井 林 谷田

勝

F晶『

昌

崎

中中蔚加河河

谷谷谷藤内内

紀庄

境
末水根 7}<.水広水水水水波 、宇

i佳軍 勇 雄正義忠幸裁

島島島島辺国上島建島島川

Xi利

町
民
総
合
体
育
館

8
m
l
1
8
3
8
 

応
募
手
続
き

肉
筆
の
殿
歴
書
を

3
月
お
日

ωま
で
役
場
総
務
課
へ

提
出

（
詳
し
く
は
人
事
係
ま
で

）

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

直
売
所
営
業
者

州
日
町
で
は
、
棚
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
直
売
所
の
営
業
者
を
次

の
と
お
り
必
集
し
ま
す
。

営
業
場
所

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
k
l

営
業
期
間

制
年
4
月
初
日
か
ら

日
月
初
日
ま
で
の
問

（
毎
迎
木
叫

日
休
悶
）

営
業
内
容

軽
食
の
調
理
販
売
、

特
産
品
の
販
売
、
自
動
販
売
機
の

設
置

申
込
み
先

役
場
商
工
観
光
課

申
込
み
締
切
り

3
月
幻
日

ω

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
役
場

商
工
観
光
課

（
宮
内
線
1
1
8
）

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

＝
固
定
資
産
課
税

一一

一
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す

一一

平
成
4
年
度
の
凶
定
資
産

（上

地

・
家
屋

・
償
却
資
産
）
税
賦
課

の
基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
縦
覧

平
成

4
年

4
月
分

か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り

ま
す
。

路順三 一 衛英
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男 二 誠 克 長 啓男量照保進一治松康博 日青明

h
リ

ト
A9だ金

同
民
年
金
は
皆
さ
ん
が

コ
斗

」
芯
舶
に
な
っ
た
と
き
や
、

一d
L

H
一
め
が
欣
や
病
気
で
障

害
者
や
母

f
世
併

に
な

っ
た
と
き

に
止
前
の
支
え
に
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
年
ふ
恨
の
財
制
は
、
皆
さ
ん

が
納
め
る
保
険
料
と
同
の
負
州
全

な
ど
に
よ
っ
て
附
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
4
年

4
月
か
ら
の
制
民
年

金
保
険
料
は
、
月
組

9
7
0
0
円

に
な
り
ま
す
。
長
期
的
な
見
通
し

の
も
と
で
円
増
に
運
営
し
て
い
く

た
め
の
保
険
料
改
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
担
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
付
加

保
険
料
は
、
月
初

4
0
0
円
の
ま

ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
保
険
料
を
前
納
さ
れ
る

と
訓
引
き
さ
れ
ま
す
。

4
月
に
定

制
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、

H
M

3

5
9

0
川
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
役

場
住
民
課
住
民
年
金
係

（
告
白
1

1
1
0

0
内
線
1
1

0
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

－
平
成

4
年
3
月
号
＠

(I冊 猪口口進…絡が突進するよ うに，左右をかえりみずに激しい勢いで進む様をいう。山 口地無口 小川る品物の性質上．決められた上下を逆きまに してはいけないという ζと． ちょっ と見るふ 上下はどうでもよいの意に
感じとれるが，そうではない。荷物の包装の外側tこよ く見られる言葉



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

し
ま
す
。

な
お
、
許
価
額
等
は
原
則
と
し

て
平
成

3
年
度
と
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
昨
年
中
に
土
地
の
異
動

や
家
屋
の
新
嶋
築
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

3
月

2
白
川
か
ら

3

月
幻
日
出
ま
で
（
土
曜
日
の
午
後、

ホイール何タイヤ
タイヤとホイ ー

ルを別にして出す

か． タイヤ交換叫ー

に引きとってもら

ってください。
働

I＼ッテリー

購入先で引きとってもらってくださ b、。

消火総 ガスボンベ

E骨
愛
の
献
血

協
力
者
名
（
一
月
実
施
分
、
会
印

は
制
。
鵬
、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
加
川
献
血
者
）

境
地
区
内H
水
島
豊
子
、
末
上
ア
イ

子
、
水
島
友
明
、
水
島
宏
樹

宮

崎
地
区
水
島
英
夫
、
舘
寿
記
、
金

子
恵
、
水
島
貴
子
、
水
島
知
美
、

佐
田
泉

笹
川
地
区
長
井
斉
、
折

谷
春
美
、
竹
内
静
子

泊
地
区
食

土
井
忠
良
、
食
山
崎
光
治
、
会
岩

田
嘉
倍
、
会
伊
藤
友
文
、
公
開
店

明
、
会
長
谷
幸
雄
、
会
柚
木
正
則
、

食
居
波
正
志
、
会
米
田
正
克
、
会

中
陣
謙

一
郎
、
野
田

一
枚
、
長
津

孝
司
、
森
野
恵
子
、
青
木
功
、
加

除
由
美
子
、
川
端
美
咲
子
、
桜
建

祐
子
、
藤
田
真
澄
、
内
山
之
夫
、

日
山
即
日
及
び
祝
日

母子（寡婦）福祉
資金の貸付け

町の工事発注状況 rヌ
一一町が入札を行ったものを掲載しています一一 < H 4.1 1』 1.31> 

工 事 名 場所
ずζJi父 il¥'l 負

業 者 初当課
予定 会~ 富fi

街路事業
,,, 

小川建設工

停車場東Z草野線道路改良工事（そのI)
吉宗町 3月 6,180,000 

業株式会社
主主託生日＊

県単i林道開設事業
宮崎 3月 18' 128.000 

有限会社 農 林

林道上ノ山線工事 河内組 水産課

受
検
申
請
書
の
提
出
先

富
山
県

職
業
能
力
開
発
協
会
（
富
山
市
新

宮
町

2
1
4
l
n
富
山
県
商
工
会

館
ピ
ル
6
階
）

詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
富

山
県
職
業
能
力
開
発
課
（
包
0
7

6
4
1
汎

1
4
1
1
1
内
線

3
7

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

L、3。
4 む男長良質重亙認

お済みですか？
町県民税 ・所得税の申告期限は 3月

16日までとなっています。まだ申告が

お済みでない方は，早目に申告してく

。ご寄付を
ありがとうございました

マ草野の篠田峰次さんから福

祉のためにと事イス2台（叩

万円相当）

生活必需畠聯
2月分（1州 JO日現在調査） 単位 ：肉

g区，／， 名
玉F 均 f繭 re 

2月 前月l七 前年前月比
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第

2
土
曜
日
、

は
除
き
ま
す
。
）

縦
覧
の
場
所

役
場
税
務
課

異
議
の
申
立
て

台
帳
に
記
載
さ

れ
た
評
価
額
等
に
異
議
が
あ
れ
ば
、

縦
覧
後
印
日
以
内
に
文
書
で
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
異
議
の

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

出して1itilすおい不燃・粗大コミ

これらは， 処産l~場で処

理できない物の←例です

が，詳しくは’戸UJ-i(（資料・セ

ンタ一（合52-4808）また

は役場住民謀環境保健係

(fi83-1100内線113）へ

問し、合わせてください。

替物・危険物

母
中隊のある
ピン・ カン

廃油

一一戸崎
光
雄
、
柳
沢
し
お
り、

山
下

ひ
ろ
み
、
島
由
美
子
、
堀
田
繁
幸
、

扇
谷
礼
子
、
米
田
稔
、
九
里
夏
子
、

越
間
寛
子
、
池
田
和
弘
、
佐
渡
敏

明、

川
合
俊
雄
、
松
原
年
子
、
土

居
智
子
、
大
久
保
恵
美
子
、

山
田

義
光
、
平
田
久
美
子
、
寺
崎
明
子
、

近
江
和
夫
、
中
川
優
子
、
長
谷
純

子
、
小
松
善
光
、
青
木
理
恵
、
南

保
恵
子
、
増
山

一
八
、
魚
津
美
栄

子
、
折
谷
い
づ
み
、
松
田
千
恵
子

五
箇
庄
地
区
会
寺
田
富
士
夫
、
人以

松
田
誠
、
公
聴
田
隆
夫
、
会
上
田

美
奈
子
、
会
土
屋
博
、
食
篠
田
彰

彦、

※
由戸
川
田
昇
、
河
村
光
夫
、
佐

渡
民
子
、
佐
渡
俊
成
、
南
茂
朱
皇
、

佐
渡
正
蔵
、
山
田
京
子
、
水
下
と

み
子
、
追
分
ゆ
り
子
、
吉
江
徹

南
保
地
区
A
M
川
合
純
次
、
ム
M

．
史
回

母
子
（
幕
時
）
家
庭
を
対
象
に

低
利
な
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

、す
。

・
修
学
資
金
（
高
校
、
大
学
等
へ

就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
修
学
支
度
資
金

（
入
学
に
必
要

な
資
金
）

・
住
宅
資
金
（
新
築
を

除
く
）
な
ど
日
樋
刻
。

希
望
者
は
早
自
に
役
場
住
民
課

福
祉
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
e

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
（
宮
内

線

1
1
6
）
ま
た
は
東
部
社
会
福

祉
事
務
所
（
官
辺
1
9
1
0
9
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
技
能
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

二

二
し
て
み
ま
せ
ん
か

＝

平
成

4
年
度
前
期
技
能
検
定
（
mu

職
椅

・
部
作
業
）
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

検
定
職
種

鋳
造
、
建
築
板
金
、

建
具
製
作
、
印
刷
、
石
材
施
工
、

ブ
ロ

y
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、

サ
ッ
シ
施
工
、
写
真
な
ど
。

受
検
申
請
期
間

4
月

6
日
聞
か

ら
4
月
口
日
樹
ま
で
。

守
、
会
越
間
利
志
雄
、
谷
口
知
江
、

柳
沢
志
津
代
、
北
山
孝
、
谷
口
真

弓
、
長
谷
幸
子
、
米
丘
か
お
り

山
崎
地
区
会
水
野
光
博
、
会
赤
川

芳
明
、
会
仙
名
恒
好
、
会
牧
野
隆

弘、

※
本
田
涼

一
、
※
本
田
淳
子
、

※
初
回
兼
次
、
秋
山
晴
美
、
蓬
沢

理
恵
子
、
出
魚
崎
千
代
美
、
蓬
沢
誠
、

柳
沢
慶
幸
、
黒
崎
慎
吾
、
久
我
口

和
子
、
名
越
裕
美
、
常
石
喜
貴

大
家
圧
地
区
会
能
津
万
之
、
会
青

木
睦
子
、

※
右
井
康
紀
、
土
用
盛

一
、
鍋
谷
猛
、
謀
本
美
紀
、
林
札

乃
、
佐
藤
輝
彦
、
山
崎
真
一
、
必

田
順
子
、
新
村
千
寿
子
、
清
水
雄

大
、
花
井
英
里
子
、
山
崎
洋
子
、

青
木
博
美
、
板
本
正
樹
（
以
上
川

名
）ご

協
力
あ
り
が
と
7
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ださい。

あ
な
た
の

本
箱

！
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（

E
m
l
0
5
7
4）

 

新
し
い
本

(12) 八面口口…・・ー人で数人分のl動きをするニと。また．多方面で大活絡すること e

二
般
書
一
）

「ザ

・
リ
ー
ク
」
新
聞
報
道
の
ウ

ラ
オ
モ
テ

西

山

武

典

美
し
い
日
本
へ
の
挑
戦

ア
イ

・
ラ
ブ
安
吾
荻
野
ア
ン
ナ

性

格

相

性

学

長

谷

川

博

一

乱

の

女

永

畑

道

子

日

の

丸

の

履

堅

苦

吹

浦

忠

正

反

三

国

志

周

犬

荒

老
人
病

棟

江

川

崎

一

乗
り
換
え
の
多
い

旅

田

辺
聖
子

a

あ
な
た
が
い
て
そ
し
て
紅

藤
堂
志
津
子

富
山
県
の
歴
史
散
歩

富
山
県
歴
史
散
歩
研
究
会

3
分
間

・
顔
面
体
操

ウ

ェ
イ

ニ
｜

竹
林
か
ら
か
ぐ
や
姫
木
村
晋
介

，

（小
説
）

千
日
の
増
璃
（
上
下
）
丸
山
健
二

一

マ
ザ
コ
ン
刑
事
と
呪
い
の
館

．

赤
川
次
郎

一

霧

の

向

こ

う

側

夏

樹

静

子

旅

人

の

木

辻

仁

成

喪

わ

れ

た

道

内

田

康

夫

豪
華
特
急
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
殺
人
事

件

西

村

京

太

郎

本
の
紹
介

口然口失。…・・.（官きなどのあまり，l・Qを忘れてIfうっとしている様子をいう。

一寸

本t
z,, 
ア ・ー

σ〉
羽ι
太’ー

雄

平

i趨

徳
川
家
康
の
残
し
た
秘
主
を
め

ぐ
っ
て
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
伝
奇

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
。
加
加
は
前
回
家
の

重
鎮
本
多
政
重
の
ホ
サ
い
る
忍
者
集

団
「
本
多
の
狐
」
に
対
す
る
は
伊

賀
忍
軍
と
柳
生
新
陰
流
。

第
二
四
時
代
小
説
大
賞
受
賞
作
。

・
平
成
4
年
3
月
号

⑪

{13) 



－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン

タ

ク
ロ
ー
ス
が
二
月
六
日
、
大
家
庄

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
を
訪
問
し

ヰ品
l
レ
わ
～
。

県
が
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一

環
と
し
て
招
い
た
こ
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
は
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
伝

説
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
れ

っ
き
と
し
た
国
家
公

務
只
。
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与
え
る
の
が
仕
事
で
す
。

こ
の

H
、
本
場
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
出
会

っ
た
チ
ど
も
た
ち
は

よ
忍
び
。

い
っ
し
ょ
に
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
踊

っ
た
リ
、

「
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
」
を
歌
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

気
持
ち
は
名
ス
キ
ー
ヤ
ー

ザジヲワロースがやってきた

ー
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
キ
l
教
室
｜

女
性
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

「
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
キ

i
教
室
」
が

二
月
六
日
、
シ
ー
サ
イ
ド
パ
レ
ー

ス
キ

l
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
も
あ
っ

て
か
、
こ
の
教
室
に
は
二
十
代
か

ら
瓦
十
代
ま
で
の
女
性
二
十
七
人

が
参
加
。
町
の
名
ス
キ
ー
ヤ
ー
六

人
の
指
導
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
、

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か

思
い
思
い
の
シ

ュ
プ
ー
ル
を
ゲ
レ

ン
デ
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

身近な話題を待っています（ft83－竹00内線204）ヘ。

一
年
の
豊
漁
を
祈
る

ー
大
漁
安
全
祈
願
祭
｜

漁
業
を
取
リ
巻
く
情
勢
が
年
々

厳
し
さ
を
同
情
し
て
い
る
な
か
、
今

年
も

一
月
二
十
八
日
、

山
崎
の
鹿

山
神
社
で
朝
日
町
大
漁
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祈
願
祭
に
は
、
法
洋
出
漁

者
を
は
じ
め
、
境
、
宮
崎
浦
、
泊
、

赤
川
の
各
漁
業
協
同
組
合
や
漁
業

関
係
者
ら
約
五
十
人
が
出
席
。
お

は
ら
い
を
受
け
た
あ
と
次
々
と
よ

ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
今
年
一
年
間
の

型
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

姪
谷
神
社
の
境
内
で
二
月
九
日、

に
ぎ
や
か
に
左
義
長
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
在
北
長
は
、
占
く
か
ら
蛭

谷
地
区
に
伝
わ
る
山
祭
リ
に
合
わ

せ
、
昨
年
か
ら
地
区
を
あ
げ
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、

今
年
が
二
回
目
e

神
社
の
境
内
に
は
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
大
人
ま
で
約
百
人
が
集
ま

り
、
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
し

め
飾
り
や
お
札
、
心
泣
き
初
め
な
ど

を
燃
や
し
な
が
ら
、
今
年
一
年
の

刷
い
を
炎
に
託
し
ま
し
た
。

願いよ舞い上がれ
蛭谷地区で左義長 一一

0-0 

あなたの回りの

町
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
組
織
す
る
「
朝
日
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
」
が
結
成
さ

れ
て
今
年
で
満
十
二
年
。
県
内
で

は
大
沢
野
町
に
続
き
二
番
目
に
で

き
た
友
の
会
も
、
現
在
で
は
十
三

グ
ル
ー
プ
、
会
員
数
も
三
百
同
十

名
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

友
の
会
で
は
毎
年

一
回
、
会
貝

の
皆
さ
ん
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
も
二
月
十
七
日
、
栄

町
会
館
に
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

ら
約
六
十
人
が
集
ま
り
交
流
会
を

聞
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が

円
ご
ろ
の
活
動
状
況
を
お

πい
に

報
告
し
あ

っ
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ

が
得
意
の
歌
や
踊
り
な
ど
を
次
々

と
披
露
。
笑
顔
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輸
を
広
げ
ま
し
た
。

~長ム日λ
一一 町のボランティア13グループが交流会一一

ボランティアの輸を広げたい

春

ひ
と
足
早
く

夜 美
、寄荒

李院川
節のの
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ず内沢
れで伸
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加総刈i日常長男幸大宮 崎

't;i I武れfl 2男 渉 ！二横尾

西見｛ア 辰男太－ h'i＇水 町

米川和之長女桃 子 米平野

r l本利総長女奈央末 広 町

河内総長女笑結桜 町

川崎義夫長女明日香旭ケ丘

inI村巧一 長男雄太郎月 山

阿国i告明長男 昌平 Jl 山

谷υ紘一長男敏郷小 !l! 

j宇治iJt::•}L 長男大介 j殿 町

3女絢子桜 町

長女主義穂下山新

2女 華、舟川新

で言
l克

笹川

7己単蝋

i：出 馬

日本田I

橋向 IBT

束下町

西町

中与野

末 広 町

平糊l一区

平柳一民

平抑II二区；

~＊ IUJ 

刻入

辻岩崎

越（山崎）

大家庄

aHl 

三人目の誕生

おめでとうございます

山市必美男

中日； 敏

山井 勝

14日以内

7日以内

届け出はお早目 に

殿

笹
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可漁業の拠点

宮崎漁 民具
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（おひっ）

お
ひ
つ
は
ご
飯
を
入
れ
る
容
器
で
、
お
は
ち
、

ま
ま
び
つ
、
ご
は
ん
び
つ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
昭

和
凶
十
年
こ
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

材
料
に
は
杉
を
用
い
、
同
形
に
組
み
立
て
た

も
の
を
よ
か
を
か
け
た
針
金
の
協
で
固
定
し
て

仕
上
げ
ま
し
た
。
お
ひ
つ
に
は
漆
を
縫
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
に
は
余
分
な
水
分

を
吸
収
し
、
ご
飯
が
か
ら
っ
と
し
て
お
い
し
い

と
さ
れ
る
白
木

っ
く
り
の
も
の
が
広
く
使
わ
れ

ま
し
た
。

昔
は
お
ひ
つ
の
そ
ば
に
は
必
ず
主
婦
が
座
り

給
仕
を
し
た
も
の
で
す
が
、
嫁
に
来
た
て
の
こ

ろ
に
は
座
る
こ
と
は
持
さ
れ
ず
、
所
帯
を
任
さ

れ
る
こ
ろ
に
な
っ
て
初
め
て
お
ひ
つ
の
そ
ば
に

座
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
所

併
を
任
せ
る
こ
と
を
『
し
ゃ
も
じ
を
渡
す
』
と

言
っ

た
の
も
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
止
ま

れ
た
言
葉
で
し
ょ
う
。

廿
は
ど
の
家
も
大
所
惜
で
、
給
仕
を
し
て
い

る
と
同
分
が
食
べ
る
暇
も
な
い
く
ら
い
、
と
に

か
く
よ
く
ご
飯
を
食
べ
た
も
の
で
し
た
。
お
ひ

つ
も
ニ
升
、
三
升
入
り
の
も
の
が
多
く
使
わ
れ

ま
し
た
。
夏
は
ご
飯
が
す
え
な
い
よ
う
に
、
お

ひ
つ
に
綱
を
つ
け
て
井
戸
の
中

へ
恥
り
下
げ
、

冬
に
は
布
団
や
毛
布
な
ど
で
く
る
み
、
つ
ぶ
ら

や
こ
た
つ
の
中
に
入
れ
て
保
田
し
ま
し
た
。

今
日
で
は
電
子
ジ
ャ
ー
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

お
ひ
つ
の
姿
を
見
る
こ
と
も
な
か
な
か
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

- ，＇ ~ 

;t 
閉山県の権岸線には，現在

日の漁港がありますが，その

なかの紋東端に｛立問する古崎

漁港は，朝日町の漁業の拠点。

定也統jや刺し制，かごなわ漁

などを営む200箆余りの漁船が

ここを利用しています。

かつては．砂援の耐兵にあ

ったといわれる宮崎漁港も昭

和26年に農林水産省の漁港指

定を受けて以米．幾度にもわ

たる修築・改修事業－が行われ，

現杭は第8次漁港程備長期計

画による漁港道路の建設が進

められています。
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も

V
フ
ラ
ン
ス
め
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
た
冬
の
オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
。
毎
晩
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
の
前

に
ク
ギ
づ
け
に
な
っ
て
い
た
人
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
固
め
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

U
本
勢
の
健
闘

が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
日
本
の
選

手
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
日
本
中

の
人
が
胸
を
熱
く
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

V
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
同
じ
県

や
町
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
の
を
見
た
リ
聞
い

た
り
す
る
と
、
同
郷
人
と
し
て
は

何
だ
か
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る

む
の
で
す
。
今
月
の
広
報
に
出
て

い
た
だ
い
た
朝
日
町
出
身
の
俳
催
、

梅
津
栄
さ
ん
も
そ
の
一
人
て
す
。

V
ふ
る
さ
と
へ
の
忠
い
を
熱

っ
ぽ

く
語
る
梅
山
さ
ん
の
話
を
聞
い

て

い
る
う
ち
に
、
ふ
る
さ
と
と
は
、

そ
こ
を
雌
れ
て
お
ら
す
人
た
ち
に

エ
ー
ル
を
滋

っ
て

い
る
だ
け
で
な

く
、
逆
に
そ
う
し
た
人
た
ち
か
ら

も
常
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
、
｝
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

カッコ内（j:jfiy月比3) 世帯数 5.206( + 計 18.036(-8) 1) 7）女 9.554 （一男 8.482（ー〔2月の人口〕


